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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 13,043 △6.1 49 △57.3 67 △57.4 64 △26.6
22年3月期第2四半期 13,888 8.2 116 ― 157 ― 88 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 5.90 ―
22年3月期第2四半期 7.99 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 18,627 6,107 32.8 557.52
22年3月期 21,685 6,120 28.2 558.69

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  6,107百万円 22年3月期  6,120百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 △3.8 560 △24.1 530 △33.6 230 △27.3 21.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今
後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料] Ｐ．２ 「２．その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 11,300,000株 22年3月期  11,300,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  345,190株 22年3月期  345,190株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,954,810株 22年3月期2Q 11,010,990株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、外需ではアジア圏を中心とした輸出が増加し、内需では政府

の経済政策の効果により緩やかな景気回復の動きが見られました。しかしながら国内のデフレの長期化や急激な円

高進行及び経済対策の打ち切り等により景気の二番底も懸念され、先行き不透明な状況が続きました。 

 こうしたなかで、建設業界におきましては、住宅関係の諸施策はあったものの、設備投資の抑制に伴う民間建設

需要の低迷や、公共投資のさらなる減少など、厳しい状況のなか推移してまいりました。 

 このような環境下にあって、当社グループの連結業績は、売上高につきましては 百万円（前年同四半期比

6.1％減）となりました。損益面では、営業利益 百万円（前年同四半期比57.3％減）、経常利益 百万円（前年

同四半期比57.4％減）、四半期純利益 百万円（前年同四半期比26.6％減）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、完成工事未収入金及び未成工事支出金等が減少したこと等により前連

結会計年度末に比べ 3,057百万円減の18,627百万円となりました。有利子負債は、前連結会計年度末に比べ1,414

百万円減の1,941百万円となりました。 

 なお、純資産は、前連結会計年度末に比べ12百万円減の 6,107百万円となり、自己資本比率は32.8％となりまし

た。 

キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間の現金及び現金同等物の四半期末残高は 百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果獲得した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。これは主に売

上債権の減少によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。これは主に定期

預金の増加によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は 百万円（前年同四半期は 百万円の使用）となりました。これは主に借

入金の返済によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、建築事業、土木事業及び不動産事業が堅調に推移しているため、平成22年８月

６日に公表しました数値に変更はありません。 

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、営業利益、経常利益は 千円、税金等調整前四半期純利益は 千円減少しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

13,043

49 67

64

2,168

1,624 948

120 25

1,469 560

２．その他の情報

2,853 23,891
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 3,323,570 3,169,645

受取手形・完成工事未収入金等 4,478,788 6,430,234

販売用不動産 1,748,059 333,417

未成工事支出金 1,482,908 2,782,727

その他 740,987 1,013,355

貸倒引当金 △110,756 △156,373

流動資産合計 11,663,556 13,573,007

固定資産   

有形固定資産 4,453,177 4,650,920

無形固定資産 36,180 34,534

投資その他の資産   

その他 3,454,963 4,709,627

貸倒引当金 △980,261 △1,282,975

投資その他の資産計 2,474,701 3,426,652

固定資産合計 6,964,060 8,112,107

資産合計 18,627,616 21,685,115

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 5,943,783 6,803,512

短期借入金 1,708,648 2,994,285

未払法人税等 15,573 47,463

未成工事受入金 1,817,262 2,401,250

賞与引当金 3,889 2,979

完成工事補償引当金 13,838 16,931

その他 578,289 736,837

流動負債合計 10,081,284 13,003,259

固定負債   

長期借入金 233,170 362,494

退職給付引当金 1,086,650 1,093,509

入会保証預り金 1,064,286 1,089,258

その他 54,735 16,256

固定負債合計 2,438,842 2,561,517

負債合計 12,520,126 15,564,777
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,712,500 1,712,500

資本剰余金 1,341,130 1,341,130

利益剰余金 3,147,626 3,137,791

自己株式 △43,748 △43,748

株主資本合計 6,157,508 6,147,672

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △50,017 △27,334

評価・換算差額等合計 △50,017 △27,334

純資産合計 6,107,490 6,120,338

負債純資産合計 18,627,616 21,685,115
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 13,888,813 13,043,602

売上原価 12,970,812 12,117,752

売上総利益 918,001 925,849

販売費及び一般管理費 801,655 876,216

営業利益 116,345 49,632

営業外収益   

受取利息 8,315 7,430

受取配当金 4,668 4,908

受取賃貸料 15,346 12,323

入会保証預り金償還益 36,640 13,870

受取保険金 19,700 －

その他 15,281 16,298

営業外収益合計 99,953 54,831

営業外費用   

支払利息 58,079 37,014

その他 908 395

営業外費用合計 58,987 37,409

経常利益 157,311 67,054

特別利益   

固定資産売却益 16,029 1,011

貸倒引当金戻入額 70,951 －

償却債権取立益 － 10,020

特別利益合計 86,980 11,031

特別損失   

固定資産売却損 － 26

減損損失 68,024 28,681

投資有価証券評価損 2,171 2,037

貸倒引当金繰入額 － 11,211

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,038

その他 6,681 525

特別損失合計 76,877 63,522

税金等調整前四半期純利益 167,414 14,564

法人税、住民税及び事業税 19,992 8,933

法人税等調整額 59,403 △58,978

法人税等合計 79,396 △50,045

少数株主損益調整前四半期純利益 － 64,609

四半期純利益 88,018 64,609
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 167,414 14,564

減価償却費 64,284 66,563

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,168 △6,859

減損損失 68,024 28,681

貸倒引当金の増減額（△は減少） △79,612 △348,330

賞与引当金の増減額（△は減少） 547 910

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △31,952 △3,092

固定資産売却損益（△は益） △15,991 △985

投資有価証券評価損益（△は益） 2,171 2,037

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,038

受取利息及び受取配当金 △12,984 △12,338

支払利息 58,079 37,014

売上債権の増減額（△は増加） 1,971,246 3,215,239

販売用不動産の増減額（△は増加） 213,097 △1,349,939

未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,845,404 1,299,819

仕入債務の増減額（△は減少） △3,921,360 △859,729

未成工事受入金の増減額（△は減少） △1,400,398 △583,988

その他 188,773 157,230

小計 △885,425 1,677,835

利息及び配当金の受取額 14,162 16,649

利息の支払額 △55,671 △33,216

法人税等の支払額 △21,985 △36,831

営業活動によるキャッシュ・フロー △948,919 1,624,436

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △109,439 △118,791

有形固定資産の取得による支出 △11,401 △38,438

有形固定資産の売却による収入 88,833 11,588

投資有価証券の取得による支出 △641 △675

投資有価証券の売却による収入 600 －

貸付金の回収による収入 2,938 2,246

その他 3,571 23,914

投資活動によるキャッシュ・フロー △25,539 △120,154

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △475,200 △1,285,637

長期借入金の返済による支出 △9,324 △129,324

自己株式の取得による支出 △20,624 －

配当金の支払額 △55,033 △54,186

財務活動によるキャッシュ・フロー △560,181 △1,469,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,534,639 35,133

現金及び現金同等物の期首残高 3,032,827 2,132,998

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,498,187 2,168,132
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 該当事項はありません。  

  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

(1）事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上高集計区分を勘案して区分しております。 

(2）各区分に属する主要な事業の内容 

    ２．会計処理方法の変更 

     前第２四半期連結累計期間 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更） 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期

間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しております。これによ

り、建設事業で、売上高は1,092,301千円、営業利益は76,744千円それぞれ増加しております。 

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので記載をしておりません。  

  

 前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 海外売上高はありませんので記載をしておりません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
建設事業 
（千円） 

不動産事業
（千円） 

その他の事
業（千円） 

計（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売上高  13,490,799  256,690  141,324  13,888,813 －  13,888,813

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 790  －  －  790 (790)  －

計  13,491,589  256,690  141,324  13,889,604 (790)  13,888,813

営業利益又は営業損失（△）  123,452  △8,629  1,522  116,345 －  116,345

建設事業 建築・土木その他建設工事全般に関する請負事業 

不動産事業 自社開発等の不動産の売買、賃貸、斡旋等不動産全般に関する事業 

その他の事業 ゴルフ場に関する事業 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本社に事業別の本部を置き、各本部は、取り扱う事業について国内の包括的な戦略を立案し、事業活動を展

開しております。 

 したがって、当社は、本部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「建築事業」、「土木事業」及び

「不動産事業」の３つを報告セグメントとしております。 

「建築事業」、「土木事業」は、建築、土木その他建設工事全般に関する請負事業、「不動産事業」は、自社開発等の

不動産の売買、賃貸、斡旋等不動産に関する事業を営んでおります。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

                                            （単位：千円）  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ事業であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額の内容は以下のとおりであります。 

                      （単位：千円） 

※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。 

  

〔セグメント情報〕

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 

建築事業 土木事業 不動産事業 計

売上高               

外部顧客への

売上高 
 7,684,261  5,068,880  154,525  12,907,666  135,935  －  13,043,602

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

 1,024  3,749  －  4,774  －  △4,774  －

計  7,685,286  5,072,629  154,525  12,912,440  135,935  △4,774  13,043,602

セグメント利益

又は損失（△） 
 384,048  173,444  △9,285  548,208  △653  △497,921  49,632

  当第２四半期連結累計期間

セグメント間取引消去  51,472

全社費用※  △549,394

合計  △497,921

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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生産、受注及び販売の状況 

受注高 

  

売上高  

  

繰越高 

（注）セグメント間の取引については相殺消去しております。  

  

４．補足情報

事業の種類別セグメントの名称 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

建築事業（千円）  8,848,819 9,606,518（  8.6％増）

土木事業（千円）  3,539,363 2,144,578（ 39.4％減）

不動産事業（千円）  233,747 1,684,746（620.8％増）

その他の事業（千円）  141,324 135,935（  3.8％減）

合計（千円）  12,763,255 13,571,779（  6.3％増）

事業の種類別セグメントの名称 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年９月30日） 

建築事業（千円）  10,610,962 7,684,261（ 27.6％減）

土木事業（千円）  2,879,836 5,068,880（ 76.0％増）

不動産事業（千円）  256,690 154,525（ 39.8％減）

その他の事業（千円）  141,324 135,935（  3.8％減）

合計（千円）  13,888,813 13,043,602（  6.1％減）

事業の種類別セグメントの名称 
前第２四半期連結累計期間末

（平成21年９月30日） 
当第２四半期連結累計期間末
（平成22年９月30日） 

建築事業（千円）  19,808,637 14,509,478（ 26.8％減）

土木事業（千円）  7,767,008 4,648,990（ 40.1％減）

不動産事業（千円）  10,640 1,580,100（     －  ）

その他の事業（千円）  － －（   － ）

合計（千円）  27,586,285 20,738,568（ 24.8％減）
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